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群馬県立女子大学 
「石膏像を見に行こう！」展の企画と開催

藤 沢 桜 子・奥西麻由子・高 橋 　 綾・山 崎 真 一

“Let's Go to See the Plaster Casts!” 
An Exhibition at the Gunma Prefectural Women's University in 2016

Sakurako FUJISAWA, Mayuko OKUNISHI, Ryo TAKAHASHI, Shinichi YAMAZAKI

はじめに

　群馬県立女子大学では、平成28（2016）年10月、本学の実技棟ギャラリーにて展覧会「石膏像を

見に行こう！」（以下、略記の場合は「石膏像展」）が開催された。本稿は、その企画と開催につい

てまとめたものである。本展覧会は、本学の美術実技の授業教材であり、西洋美術の古典作品を模

造した石膏像を多角的にとらえて公開展示することにより、美術を学ぶ学生が学修・研究や制作の

意欲を高めるとともに、より多くの人々が本学でさらに美術に親しめる機会を提供することを目的

とした。企画・運営には学生も関わり、本学文学部美学美術史学科及び大学院文学研究科芸術学専

攻の美術史（西洋）、実技（絵画、デザイン）、アートマネジメントの領域が初めて融合し、複数ゼ

ミで協働する新しい試みでもあった。

　展示では、美術史の観点から石膏像のもととなったオリジナルをたどったり1、実技授業で制作

した石膏デッサンや石膏取りの作品を紹介したりしながら、「石膏像」をキーワードに授業、研

究、現代文化を結び付けていった。

　石膏像展は、小規模な展覧会ではあったものの、学内外からの多大な協力のもと、また本学が位

置する群馬県佐波郡玉村町の後援によって開催された。費用については、本学の平成28度特定教

育・研究費を活用した2。会期中は、石膏デッサン等の実技授業や、古代ギリシャ・ローマ美術史

等を扱う西洋美術史の授業で見学会を実施し、実際に教育の現場で学ぶ機会も設けた3。また、

ギャラリー以外の展示スペースでは、大学院授業で行った石膏デッサンの関連展示も行った4。教

育・研究の拠点である大学から、学内や学外、地域に情報発信する一つの機会となった。

　開催時期は、実技ゼミ生の作品をギャラリー全体で展示する６月のオープンキャンパスや11月の

大学祭との重複を避け、開催日は「群馬県民の日」を含めて授業日のみの９日間とした5。来場者

数は230名であった。不規則な日程であったり、天候の影響を受けたりもしたが、他のイベントと

重複しない学内展示としては多くの来場者数となり、小中高生から大学生、社会人まで幅広い層の

人々が訪れた。

　企画・運営に関わったゼミ生（３年次以上）は42名であった6。本学科生は各学年35名程度であ

るため、この人数は３年次以上の本学科生の過半数にあたる。また、実技授業で制作したデッサン

や石膏作品を出展した１～２年次生を含めると、展覧会開催に関わった学生は50名を超えた。

　本学の石膏像は、昭和63（1988）年の美学美術史学科における教職課程設置に際して、デッサン

教材として用意されたものが核となり、その後の追加購入や寄贈によって34点となっている7。西

洋の美術教育を起源とする石膏デッサンは、日本では明治時代に導入された8。やがて美術系大学

の入試や実技授業においてその是非が問われるようになり9、実際に、石膏像はあったとしても、
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もはや授業で石膏デッサンを行っていない大学などもある10。しかし、本学では、石膏デッサンは

現在も授業のカリキュラムに組み込まれており、石膏像は、デッサンを学ぶ学生達にとって身近な

存在であるようにと、デッサン室に常時陳列されている11。つまり、本学において石膏像は「活き

た教材」なのである。

　また、石膏像は、西洋美術史の教育・研究においても重要である12。特に19世紀ヨーロッパの美

術学校では、理想的な人体表現力を身につけるために石膏デッサンが奨励されていたのみならず、

美術館や大学では、鑑賞や教育・研究を目的として石膏像がコレクションされ、展示されていた。

その後、20世紀前半に石膏像は従来の役割を失い、廃棄されることもあったが、現在では、その歴

史的価値が評価され、オリジナルとコピーや修復・保存などをテーマに、石膏像そのものが研究対

象となっている13。

　《ミロのヴィーナス》や《サモトラケのニケ》、ローマ皇帝の肖像など、古代彫刻の模像が多い石

膏像は、西洋古代美術史の日本人研究者にとっても興味深い存在である。最近では、石膏像の新た

な活用法を探る展覧会やシンポジウムも開催されている14。また、石膏デッサンの実績は、古代美

術の身体表現や空間表現の研究においても成果を上げている15。コピー制作等のために、石膏像は

古代から使用されてきた。中世以降の作品も模造されている石膏像の歴史は、東西を問わず、西洋

美術作品の受容史としても重要である。無論、日本の学生にとっては、海外で作品を実見する機会

が多くなったとはいえ、国内で身近に接することができる西洋美術の資料でもある。

　石膏像展については、大学ウェブページや美学美術史学科ブログ及びツイッターで、チラシやパ

ンフレット（改訂版）、約10点の写真とともに、開催案内や簡潔な開催報告を掲載している16。掲

載されているチラシ及びパンフレット、また写真の一部は、本稿に再録した。

１．展覧会概要

　展覧会概要は表１の通りである。（敬称略。職名及び学年は展覧会開催時のもの。）

表１　展覧会概要

開 催 期 間
平成28年10月17日㈪～28日（金・群馬県民の日）

22日㈯・23日㈰・25日㈫を除く、全９日間

開 催 時 間 午前９時～午後５時

開 催 場 所 群馬県立女子大学 実技棟ギャラリー

観  覧  料 無料

主 　 　 催
群馬県立女子大学 文学部美学美術史学科・大学院文学研究科芸術学専攻　藤沢ゼミ（西洋美術

史）、奥西ゼミ（アートマネジメント）、高橋ゼミ（デザイン）、山崎ゼミ（絵画）

協 力 高知大学、東京藝術大学、埼玉大学、ホルベイン画材株式会社

後 　 　 援 玉村町

来 場 者 数 230名

チ ラ シ
Ａ４版カラー（図１～２）

デザイン　デザインゼミ　表面＝竹沢敦美（４年）、裏面＝谷　淳美（３年）

ポ ス タ ー チラシ表面をＡ１版・Ａ２版に拡大

パ ン フ レ ッ ト
Ａ４版カラー、観音折（資料１）。

来場者に無料配布。閉会後、本学ウェブページなどに掲載。
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執 筆 者

（ 掲 載 順 ）

藤沢桜子　群馬県立女子大学 文学部・大学院文学研究科 教授（西洋美術史）

大澤伸枝　群馬県立女子大学 大学院文学研究科 修士課程１年（西洋美術史ゼミ）

山崎真一　群馬県立女子大学 文学部・大学院文学研究科 教授（絵画）

高橋　綾　群馬県立女子大学 文学部・大学院文学研究科 教授（デザイン）

石上城行　埼玉大学 教育学部 芸術講座 准教授（彫刻）、群馬県立女子大学兼任講師

中村るい　高知大学 教育学部 人文社会系 准教授（美術理論）

野尻浩二　ホルベイン画材株式会社 商品企画室 室長

奥西麻由子　群馬県立女子大学 文学部・大学院文学研究科 准教授（アートマネジメント）

デ ザ イ ン 高橋　綾、竹沢敦美（表紙）

撮 影
高橋　綾（本学石膏像）、山崎真一（石膏デッサン、石膏取り作品）

石上城行（石膏取り工程）、大澤伸枝（石膏デッサン風景）

発 行 日 平成28年10月17日（11月16日改訂）

編 集 藤沢桜子

発 行 群馬県立女子大学

取 材 協 力 前田利昌（画家、本学名誉教授）、稻葉友昭（元本学職員）（パンフレット掲載順）

パルテノン・フ

リーズ立体模型

設 置

加藤公太　東京藝術大学 美術解剖学研究室 非常勤講師、順天堂大学 解剖学・生体構造科学講

座 助手

木本　諒　東京デザイナー学院 非常勤講師

会 場 看 板 デザイン　竹沢敦美（４年）（図26）

会 場 パ ネ ル デザイン　高橋　綾

石膏像ふきだし

プ ロ ジ ェ ク ト

アートマネジメントゼミ

石渡　澪（４年）、伊藤舞実（４年）、中島みなみ（４年）、池田夢子（３年）

石 膏 像 解 説 藤沢桜子、大澤伸枝（資料２）

図１　チラシ表面 図２　チラシ裏面
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２．展覧会企画

２―１．計画策定

　石膏像を実技棟ギャラリーで展示し、そのもととなったオリジナルの写真とセットで披露すると

いう構想は、藤沢が西洋美術史の教員の一人として10年程前に本学に赴任して以来、漠然と抱き続

けていた。赴任当初、学生達と話をしてみると、石膏像に対してデッサン対象としての意識はある

ものの、それと比較して、オリジナルが何であるのかという知識や関心は大きくないという印象を

受けた。話をする機会のあった美術関係の高校生についても同様であった。古典古代（古代ギリ

シャ・ローマ）の美術を研究対象とする者であったからこそ、教員の受けた印象は強かったのかも

しれない。

　本学では実技授業を履修しない学生もいるため、当時本学の絵画教員であった前田名誉教授に了

解を得てデッサン室の石膏像を写真に撮り、古代作品やギリシャ・ローマ神話の美術表現を扱う美

術史の授業で、スライドを見せながら、石膏像とオリジナルを結びつけてみた。

　展覧会の企画は、2015年末、絵画教員の山崎に藤沢が合同活動を提案したところから始まった。

年明けには、山崎の提案でデザインの高橋ゼミ、アートマネジメントの奥西ゼミも加わることに

なった。特に高橋は、出身大学や大学院の受験勉強などで、石膏デッサンの経験も豊富であった。

西洋美術史、実技、アートマネジメントの協働は初の試みであったため、途中、教員間で打合せを

繰り返した。西洋美術史のゼミには、古代ギリシャ美術及び石膏像を研究対象とする大学院生がお

り、ほぼ当初から企画に参加していた。西洋美術史の教員としては、展示の中で授業などの学修・

研究内容、研究成果、現代文化をつなげたいという願望があり、学外関係者達に本展覧会企画を伝

えた際に、「パルテノン・フリーズ」立体模型の出展、また「石膏ボーイズ」Ⓒ関連資料の出展の

提案があり、高知大学、東京藝術大学、またホルベイン画材株式会社から協力を得た。

　申請した特定教育・研究費は、前期は不採択となり、後期に採択され、通知を受けた７月末に本

格的な活動を開始した。夏季休業期間は目前であった。この時期に前期の彫塑授業で制作した石膏

取り作品を展示する企画も加わった17。解説は担当の講師に依頼し、埼玉大学から協力を得た18。

また、染織展との同時開催も決定した。

　４つのゼミによる初の合同活動に加えて、会期の設定、活動期間にも制約があったため、奥西か

ら、ゼミごとに役割分担をした方が効率的に活動できるであろうとの提案があった。そこで、まず

はゼミ単位の活動を基本とし、各教員がゼミ間のパイプ役を果たすことにした。展覧会骨子の作成

や石膏像の選定及び解説は西洋美術史の藤沢ゼミ、会場構成、会場へと誘導するサイン計画、また

来場者が体験できるコーナーはアートマネジメントの奥西ゼミ、チラシ、ポスター、パンフレット

のデザインは高橋ゼミ、石膏デッサンや現場監督は絵画の山崎ゼミが担当することとなった。ま

た、会場設営や展覧会の受付、搬出作業は、全ゼミで行うこととした。全体のスケジュール管理は

奥西が行った。

　準備作業はおもに夏季休業期間中となり、実技とアートマネジメントのゼミは、それぞれ地域連

携の活動と同時進行であった。藤沢ゼミでは上述の大学院生１名が、また奥西ゼミでは、美術館や

教育普及をテーマとしている４名の学部生が中心となった。

２―２．展覧会コンセプト

　石膏像展の全体的なコンセプトは２つ、「石膏像の魅力を知ってもらおう！」と「ゆるくて、深

い展覧会」とした。石膏像をテーマとしているからには、前者は当然のコンセプトであるが、後者

については、来場者にとって親しみやすく、楽しく、また学びの機会もある展覧会となり、主催者
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側は学修・研究の成果を反映させる努力をする一方で、その成果が来場者側に堅苦しく受け取られ

ることにはならない、活気ある展覧会をつくりたいと考えたためである。

　石膏像のメインキャラクターは、おもに西洋美術史の観点から、ギリシャ神話の太陽神であり、

英知の神でもある《アポロ胸像》とした。オリジナルは古代彫刻の《ベルヴェデーレのアポロ》

（ヴァティカン美術館蔵）である。ルネサンス時代に発見され、新古典主義時代には「古代美術の

最高傑作」（理想の美）と絶賛された19。古代、ルネサンス、新古典主義の３つの時代をつなぎ、

胸像で知られる石膏像のもとが全身像であるという意外性も持つ。さらに、オリジナルは古代のコ

ピーであり、南イタリアの彫刻工房跡からは、原作のブロンズ製アポロ像を複製した、コピー制作

用の石膏像断片が発見されている20。古代においても実際に石膏像と関連づけられる作例である。

　キャッチフレーズは、彫刻家の高村光雲（1852─1934）による「脂
あぶらつち

土や石
せっこう

膏に心
こころ

を惹
ひ

かれたはな

し」から、光雲の言葉である「アヽ、此
こ

れだ、此れが石膏というものだな。」を引用した21。光雲

は懐古談で、明治政府が明治９（1876）年に開設した工部美術学校の教育と石膏について述べてい

る。開校したばかりのその学校では、西洋人の教師を雇って油絵や西洋彫刻の修行をしているとい

う評判で、彫刻制作で「脂土」と「石膏」という材料を使用しているようであるが、仏師である自

分とは世界が違い、ただ話を聞くのみで羨望していたところ、ある日、学校の前を通り、お濠に白

い水が流れているのを見て、これが石膏というものだなと思ったという。得心ばかりではない、こ

の間接的な石膏との接触は、石膏像を通したオリジナルや原作との接触に類する。また、石膏像と

いう対象の深遠さも窺われる。

２―３．開催準備

　展覧会のコンセプトや骨子を受けて、デザインの高橋ゼミではチラシ作成が始まった。９月初頭

にゼミ生が各自デザイン案を提出し、力作揃いの中、教員間で表・裏面を各１点に絞った。表面

は、太陽神アポロのイメージを強調しながら、ピンクと黄、白を薄い青色の帯で枠取りしたエネル

ギッシュなデザイン、また裏面は、白から淡い黄色へのグラデーションを青い帯で締め括り、縦横

のラインに沿って章立てを際立たせたクリアなデザインとなった。表面はパンフレットの表紙に採

用され、裏面の章タイトルの色は、会場展示で各章のシンボルカラーとなった。

　西洋美術史の藤沢ゼミでは、展示用石膏像の選定を進めた。34点ある中から美術の時代区分や、

デッサン教材としての基準などを考慮し、最初は面取りの半面も含めた25点を選んだが、会場の関

係で最終的には13点に絞った。夏季休業期間にゼミ生が揃うことは難しく、メールでやり取りを

行ったり、集中講義日に集まったりし、近隣施設などに送付するチラシの封入作業も行った。オリ

ジナルと結びつけた石膏像の解説は、教員と院生が執筆することにしたが、その際に、美術を専門

としない人にも楽しんでもらえるような文章や内容を心掛けた。

　アートマネジメントの奥西ゼミは、実技棟ギャラリーでの会場構成を具体化させていった。ゼミ

では、これまで美術館の普及活動としてのプログラム開発と実践、アートプロジェクト等を通した

地域との連携活動を主としてきた22。本ギャラリーでの展示企画は、西洋美術史はもちろん、アー

トマネジメントのゼミにとっても初めての経験であった。ギャラリーを採寸し、図面を用いなが

ら、動線にも配慮して会場計画を進めた。西洋美術史ゼミが当初希望していた石膏像の数や配置を

もとに作成した会場構成案は、実技教員らから石膏像の見せ方について光や空間も考慮するよう指

摘を受けた。石膏像の点数を減らし、会場に仮置きして微調整しながら、西洋美術史、実技、アー

トマネジメントのゼミで、歴史的な背景を中心とした観点と、石膏像を描写対象とした観点を繋げ

るよう再検討した。

　来場者が体験できるコーナーは、先述のようにアートマネジメントゼミが企画した。チラシで
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「お楽しみコーナーもあるよ！」と予告した部分である。西洋美術史教員による石膏像についての

レクチャーの後、中心となった学生達が案を練った。古代彫刻には彩色がほどこされていたという

話から石膏像の塗り絵、また欠損部のある《ミロのヴィーナス》の復元想像図や、顔出しパネルな

どのアイディアが出され、問題点が検討された。最終的には、石膏像は何を考えているのかという

疑問から、漫画の吹き出しに着想を得て、石膏像にせりふの吹き出しのボードを添えて写真撮影を

する、また吹き出しの付箋にせりふなどを書いて石膏像の写真の周囲に貼るという案が採用され、

「石膏像ふきだしプロジェクト」（略記では「ふきだしプロジェクト」）と命名された。この案を受

けて、写真撮影が可能なスペースを設けた会場構成となった（図23）。

　絵画の山崎ゼミは、会場における展示物の見せ方に重点を置いた。特に石膏像については、デッ

サンする際のように、光と影によって浮き上がってくる立体物としての綺麗な形（フォルム）、

ポーズ、重厚感などを考慮した。窓ガラスから入る自然の外光に配慮し、ギャラリー内の人工的な

ライトをどの位置からどのくらい石膏像にあてると綺麗に見えるかなど、日数を掛けて試行しなが

ら決めていった。外光を利用した昼間、ライトを中心とした夕方といったように、時間帯によって

ライティングにも変化をつけた。また、石膏像が互いに影響を与えない距離間や、会場の正面から

見た際に重ならない配置を検討した。

　「パルテノン・フリーズ」の立体模型については、協力者側でアクリルケースも用意した上での

出展となり、主催者側で台座をセッティングした後、模型の制作統括者達が設置に訪れることと

なった。「石膏ボーイズ」については、データや資料を主催者側が最大限に活用できるようにと、

協力者側による様々な配慮があった。展示の発案者は確かに教員であったが、美学美術史学科、芸

術学専攻であるためか、このユニットに詳しい学生は多く、持っている情報量は教員のそれをはる

かに上回っていた。学生達から寄せられた情報は展示にも活かされていった。

　パンフレット作成は、教員らが中心となった。学外協力者にも執筆を依頼し、西洋美術史の大学

院生が研究の一環で前期に行っていた、前田名誉教授と、石膏像寄贈者で本学元職員の稻葉氏への

石膏像に関するインタビュー内容も収録することにした。広報活動は、県内の公共施設などへのチ

ラシ送付のほか、群馬県に報道提供をしたり、本学ウェブページや美学美術史学科のウェブペー

ジ、ツイッターで開催案内をしたりした。また、後援者の玉村町には、チラシの回覧を依頼した。

　10月初頭、後期授業開始とともに合同ゼミを開催し、受付マニュアルの確認や「ふきだしプロ

ジェクト」の説明、受付当番の日程決めを行った（図３）。開催１週間前は、早朝から会場設営と

なった。設営を開始してみたところ、展示パネルが揃っていないなどのハプニングもあったが、約

150平方メートルの何もない空間や壁は、実技ゼミを中心に、石膏像や石膏デッサン、石膏作品、

「石膏ボーイズ」の資料、展示パネルで、要領よく埋めつくされていった（図４）。石膏像の顔や体

図３　合同ゼミ（デザイン室） 図４　会場の設営風景
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の向きも調整された。サインは、計画通りではなかったが、分担して作成、設置した。新聞社の取

材も入った。後日、「パルテノン・フリーズ」の立体模型が制作統括者の二人によって設置され

た。設置作業には、ゼミ生や実技棟で絵画の授業を受けていた学生達が集まり、設置者や教員から

模型やフリーズについて説明を受けた。また、設置後、絵画ゼミでライティングを調整した。こう

して、会場の準備は整った。

３．展覧会内容

　展覧会は、４章によって構成される。まず、実技棟ギャラリーを入ると、イーゼルに立て掛けた

「ごあいさつ」のプレートが右手にあり、正面では白いパーティションに展覧会の看板を貼った受

付があって、来場者を迎える（図５）。その背後のスペースでは、色彩豊かな染織作品展が同時開

催されており、白い石膏像と色彩のコントラスト効果をもたらしていた（図６）。

　入口のプレートには、挨拶のほかに「石膏像をめぐる小宇宙へ、ようこそ！」と題した以下のイ

ントロダクション文を添えた。

　　美術室やデッサン室で白い彫像を見かけたことはありませんか？きっと、それが石膏像で

す。授業などでデッサンした人もいるでしょう。古代ギリシャ・ローマやルネサンスなどの

彫刻の複製です。西洋ではデッサン目的はもちろん、貴重な美術品とされた時代もありまし

た。日本では明治時代に西洋美術教育の教材として導入されました。群馬県ゆかりの画家、

湯浅一郎の油絵《画室》（1901─1903年、群馬県立近代美術館蔵）にも石膏像が描き込まれて

います。

３―１．展覧会内容【第１章】デッサン室からやってきた白い教材たち

イントロダクション・パネル：

　いつもは本学実技棟のデッサン室に並んでいる石膏像。どんな像があるの？オリジナルはどんな

作品だったの？石膏デッサンって？「古代美術の最高傑作」とまで絶賛された彫像をもとにした

《アポロ胸像》など、古代から近代までの石膏像に注目 !! 本学授業「絵画（素描）」の石膏デッサン

作品も紹介！

図５　受付 図６　入口と石膏像、染織展（左） 図７　見学風景
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　　石膏像：《ラボルドの頭部》《マルス胸像》《マルス頭像》《アリアス胸像》《ヘルメス胸像》《ア

ポロ胸像》《サモトラケのニケ》《ミロのヴィーナス半身像》《カラカラ帝胸像》《聖ジョル

ジョ》《メディチ胸像》《ブルータス胸像》《モリエール胸像》全13点及び解説（資料２）

　　石膏デッサン：深田麻衣（美学美術史学科３年）《トルソー（円盤投げ）》、竹沢敦美（同４年）

《奴隷全身像》、久保田彩香（同卒業生）《ボルゲーゼの闘士胸像》、新井涼音（同１年）《ボル

ゲーゼの闘士胸像》、重田芽維美（同１年）《メディチ胸像》、田所万季（同１年）《アリアス胸

像》、森田海月（同１年）《聖ジョルジョ胸像》（図８中央）、山上綾香（同１年）《聖ジョル

ジョ胸像》（図８右）全８点（資料１［一部を除く］）

　　パネル：大澤伸枝「群馬県立女子大学の石膏像」（資料１）

　第１章では、翼を広げた《サモトラケのニケ》が来場者を迎え、受付の傍らでメインキャラク

ターの《アポロ胸像》が際立つように石膏像を配置した（図６～７）。また、途中にパーティショ

ンを設け、視覚的に空間を仕切った。入口からそのパーティションまでは、古代ギリシャ・ロー

マ、ルネサンス、新古典主義時代の彫刻をオリジナルとする石膏像９点が並ぶ。この空間は、「ふ

きだしプロジェクト」で来場者がせりふの吹き出しボードを持って撮影できる区域とした（図

23）。著作権に配慮して、撮影を行う際に、染織展の作品や第１章の石膏デッサン、第２～４章の

展示物が写り込まないような展示空間にした。

　ギャラリー奥へと続く壁やパーティションの背面には、石膏デッサンが並び、本学の石膏像に関

するパネルが付されている（図８～９、15～16）。パーティションの前には、デッサンと呼応する

かのように、３点の石膏像がある。また、《ラボルドの頭部》は、オリジナルがパルテノン神殿彫

刻の一部であるとされることから、ギャラリー奥の壁付近に置き、立体模型と壁の模型に関するパ

ネルをつなぐ役割も果たしている（図17）。

図８　パーティション裏面

図９　パネル「群馬県立女子大学の石膏像」



93（　 ）藤沢・奥西・高橋・山崎：群馬県立女子大学「石膏像を見に行こう！」展の企画と開催

３―２．展覧会内容【第２章】まだまだあるぞ、石膏作品

イントロダクション：

　古典作品の複製ばかりが石膏像ではありません。大理石やブロンズ像の原型も、オリジナル作品

だってあります！古代エジプト人も使っていた石膏。ここでは本学授業「彫塑（粘土）」の石膏取

りを作品とともに紹介！

　　石膏取り作品：宮原琴海（美学美術史学科２年）《手の模刻》《ライフマスク》、熊倉恵子（同

２年）《手の模刻》《ライフマスク》、増山紗弓（同２年）《手の模刻》、山田玲華（同２年）《手

の模刻》《ライフマスク》全７点（図11）

　　パネル：石上城行「彫塑の授業と石膏取り」（資料１、図12）

　　　　　　　 同　　「石膏取りの工程」（図13～14）

図10　第１～２章、お楽しみコーナー 図11　石膏取り作品

図13　パネル

「石膏取りの工程」（前半）（一部修正）

図14　パネル

「石膏取りの工程」（後半）（一部修正）

図12　パネル

「彫塑の授業と石膏取り」
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　第２章では、第１章の石膏デッサンに続いて、石膏取り作品を展示し、パネルで彫塑の授業を紹

介したり、石膏取りの工程を解説したりした。

３―３．展覧会内容【第３章】研究の現場から

イントロダクション：

　パルテノン神殿の浮彫りが、３Ｄ模型になって飛び出した！日本の古代ギリシャ美術史研究者と

アーティストによるコラボ。実地調査と石膏デッサンで磨き上げた目が光ります。神殿彫刻を所蔵

する大英博物館でも展示されました！

　　展示資料：《パルテノン神殿東面フリーズオリュンポスの12神の立体模型》樹脂、高さ約

15cm、東京藝術大学美術解剖学研究室、制作統括：加藤公太、木本諒　ⒸR. Nakamura

　　パネル：中村るい「パルテノン・フリーズの神々の立体（３Ｄ）模型」（資料１）

　　　　　　　 同　　「立体模型の制作と展示」（図18）

図15　パーティション奥の展示空間 図16　パーティション背面と立体模型

図17　パルテノン・フリーズの立体模型 図18　パネル「立体（３Ｄ）模型の制作と展示」
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　第３章では、古代ギリシャのパルテノン神殿（前５世紀）に関する研究成果が展示されている。

神殿を装飾する浮彫り（「パルテノン・フリーズ」）の空間表現を考察するために制作された立体模

型が展示されている。アクリルケースに入った12神の立体模型の傍らには、「The Greek Body ―ギ

リシャ美術と人体―」展（東京藝術大学、2013年）のパンフレットを置き23、より詳細な解説とし

た。また、ギャラリー奥の壁には、模型に関するパネルがあり、《ラボルドの頭部》の石膏像が模

型とパネルをつなぐ。

３―４．展覧会内容【第４章】石膏像の新しいかたち

イントロダクション：

　美術の石膏像は、どこまで進化するのか？日本の文化に根ざす石膏像とは？今年アニメ化もし

て、石膏像にまさしく命を吹き込んだ「石膏ボーイズ」に注目！現代版、古典作品の受容！

　　展示資料：「石膏ボーイズ」Ⓒプロモーションビデオ（DVD プレイヤーで再生）、アニメ AR
台本（展示替えあり）、缶バッジ４点、クロッキーブック１点、クリアファイル１点、トート

バッグ１点、ふせん４点、フィギュア６点

　　パネル：野尻浩二「『最強』なアイドル・石膏ボーイズ」（資料１）

　　　　　　　　　　 「石膏ボーイズ」ロゴ、プロフィール（図19）

　第４章では、現代文化における石膏像を紹介する。ギャラリー左奥には、2015年に結成され、翌

年にはアニメも放送された石膏像のアイドルユニット「石膏ボーイズ」の一角があり、パネルや展

示資料の傍らでは、プロモーションビデオが映し出され、その音声や音楽は石膏像展の BGM のよ

うにもなっていた（図19～20）。

３―５．展覧会内容【お楽しみコーナー】ふきだしプロジェクト

　会場奥には「ふきだしプロジェクト」のコーナーがあり、壁には《アポロ胸像》の写真（Ａ２サ

図19　第４章の展示風景 図20　第４章の展示風景
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イズ）がある（図21～22）。来場者は、ふきだし型の付箋紙に好きな言葉を書いて、像の周囲に

貼っていくことができる。また、「石膏像展に来ました！」「ブルータスよ、お前もか」や漫画に着

想を得た様々なせりふが書かれたふきだしボードが用意されており、第１章の撮影可能区域で、

ボードを持って石膏像と写真撮影ができる（図23）。来場者が自由にせりふを書けるボードも用意

されている。

　アポロ胸像の写真の周囲にはすでにサンプルが何枚か貼り付けてあり、またせりふを書いたり、

ボードを収納したりするデスクの壁には、学生が予め撮影しておいた写真を貼った「ギャラリー」

もあり、来場者が参加しやすい工夫が凝らされていた。この体験型「プロジェクト」は好評で、会

期中、特に若い世代の来場者達がスマホで互いを撮影し合う光景がしばしば見られた。

図21～22　「ふきだしプロジェクト」のコーナー 図23　ふきだしボードの撮影風景

図24　搬出 図25　搬出後の合同ゼミ

図26　会場看板 図27　会場の参加ゼミ生達
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４．アンケート集計結果

　回答者数141名（来場者230名、回収率61％）

Ｑ１．本展覧会を何で知りましたか？

（複数回答）

a. 本学 web サイト 1%

b. 美学美術史学科 web 2%

c. 学内掲示・案内 60%

d. 回覧板 5%

e. ポスター
　・チラシ
　（学外） 7%

f. 新聞 11%

g. 知人から 12%

h. その他 2%

Ｑ２．本日は、どこからお越しになりました

か？

a. 群馬県内 31%

c. 本学 66%

b. 群馬県外 3%

Ｑ３．ご自分にあてはまるものに〇をおつけください。

a. 小学生以下 1%

b. 中学生 1%
c. 高校生 3%

d. 大学生（学外） 1%

e. 社会人（学外）
31%

f. 本学学生 43%

g. 本学科目等
　履修生・
　聴講生
　5%

h. 本学教職員
15%

h. 本学教職員
15%

30 代
11%

40 代
14%

60 代
36%

70 代
21%

50 代
9%

記載なし
9%

社会人（学外）内訳
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Ｑ５．本展覧会について、楽しんでいただけたところなど、ご感想をお書きください。

（抜粋）

・デッサンで見る時とはまた違った視点で石膏像を見ることができてよかった。

・ユニークな視点で、おもしろかったです。いろいろな学生の活動をこれからも紹介して下さい。

・身近なようで実はよく知らない石膏像についてわかりやすく紹介されていてよかったです。パル

テノン・フリーズの立体模型や石ボの企画も楽しく、じつは奥が深い石膏像の世界が概観でき

て、よかったと思います。

・石膏像は意外と深いなと感じました。アニメ化もされていて、もっと注目されてほしいと思いま

した。

・楽しかったです！　・石膏像に興味が出てきた。　・神秘的だった。

・チラシのデザインが素敵。

・石膏像についての説明が丁寧でわかりやすかったです。

・石膏もデッサンも力作でとてもすばらしかったです。

・ふき出しが楽しかったです !! そんなイベントが多いとより足を運びやすい！

・りったいかんまんさいでよかったです。がんばってください。

・染物もよかったです。バランスのとれた美しさを楽しみました。

・展示はよかったが外部の人間には案内（展示室までの）が分かりづらかったので、矢印などで案

内先の表示をするとよいと感じます。

・撮影禁止の表示が残念でした。

・撮影禁止の表示が今日来たら、変わっていたので、仕事が早いと思いました。

考察

　Ｑ１の認知経路については、学内の掲示や案内が大半（60％）を占めていた。その次は順に、知

人から（12％）、新聞（11％）である。学外のポスターやチラシが７％であるのに対して、本学や

美学美術史学科のウェブサイトは合算して３％であり、この集計結果は、オープンキャンパスや大

学祭のように大きなイベントがない時期における学外への広報活動の見直しを考えさせる資料とも

Ｑ４．本展覧会はいかがでしたか？

a. とてもよかった
53%

b. よかった 44%

e. どちらとも言えない 2%
f. 未回答 1%

c. あまりよくなかった　０%
d. よくなかった　　　　０%
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なった。また、Ｑ２については、本学からの来場者が大半（66％）であり、Ｑ１の学内掲示・案内

の割合とほぼ一致する。本稿にグラフを掲載してはいないが、群馬県内の来場者（31％）の内訳

は、高崎市（26％）、前橋市（21％）、玉村町（16％）、それ以外の市町村はそれぞれ10％未満で

あった。

　Ｑ３については、回答者の半数近くが本学学生（43％）であり、本学科目等履修生・聴講生

（５％）を含めるとほぼ半数にあたる（48％）。その次に多いのは、社会人（学外）（31％）であっ

た。この結果は、本稿の冒頭で述べた本展覧会の目的を多少なりとも果たせたことを示していると

思われる。なお、社会人（学外）の年齢層は、60代（36％）と70代（21％）が半数を超えており、

生涯学習の場としての大学のあり方を再認識するうえでも参考となった。

　Ｑ４の満足度については、回答者のほとんど（97％）から、「とてもよかった」「よかった」と好

意的な評価を得た。Ｑ５については、101名の回答者から、展示全般、各章、また「ふきだしプロ

ジェクト」やチラシのデザインに関しても、励ましの言葉を含めて好評意見が寄せられた。また、

会場への案内や撮影禁止の表示に対するアドバイスがあり、案内を増やしたり、本稿の写真にはな

いが、実技ゼミがパソコンで制作した表示に変更したりするなど、会期中に改善を図った。

　アンケート集計結果は、石膏像展に関わった学生達にも周知を図り、教員・学生共に今後の各自

の学修、教育、研究等の参考とした。

おわりに

　石膏像展の幕開けは、雨天であった。それでも僅かながらも来場者があり、新たに新聞社の取材

も入った。翌日には天候も好転し、来場者数も増えていった。会期中、受付当番の学生達は、連絡

表で次の担当者への申し送りをした。簡潔ではあるが、１日６回のシフトで９日間にわたる連絡事

項の毎回の書き込みは、学生達の運営の記録でもある。会期後の10月末日、搬出作業を行った（図

24）。「パルテノン・フリーズ」の立体模型は、前日に制作統括者による搬出が済んでいた。最後に

合同ゼミを行い、石膏像展は幕を閉じた（図25）。

　これまで西洋美術史と実技、アートマネジメントのゼミが協働することはなかったが、合同で企

画・運営することで、新たな観点で作品を鑑賞し、楽しめる展覧会の実現に至った。その成果は大

きいといえる。

　参加した学生達からは、「夏休み中も活動したり、複数ゼミ間で連絡を取らなかったりしなけれ

ばならず、いろいろと大変だったところもあるが、合同で展覧会を開催したことで、他のゼミの活

動についても同時に学ぶことができた」、「ゼミとして新しい取組みに挑戦できた」、「自分たちの得

意分野で活躍することができてよかった」といった感想があった。アートマネジメントゼミでは、

学内での活動も自分たちのレパートリーに加わった。西洋美術史のゼミは、通常は卒論研究など個

人での活動が中心であるが、協働して活躍できる場もあることを学んだ。実技棟ギャラリーは、実

技ゼミ生達による自身の作品展示が主な用途であったが、他のゼミ生達との協働の場としても開拓

された。

　また、本学の美術実技の授業内容を紹介できた点も成果として挙げられる。染織展との共同開催

も好評であった。さらに、展覧会を開催することで、授業やゼミなどの教育・研究活動にも活用で

きた。

　本学を拠点として、学内の活動を学外へ発信し、それが取り上げられたことも大きい。本展覧会

については、新聞で告知されたほか、上述のように会期中に取材記事が掲載され、来場者の中には

記事を読んで、実際に見てみたいと思って来たという県民もいた24。閉幕後になるが、大学受験雑
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誌にも取材記事が掲載された25。また、翌春には玉村町『広報たまむら』のコーナー「女子大のと

びら」で町民に開催の報告をする機会を得た26。

　さらに、本学と学外との連携については、他大学からの協力、企業からの協力、玉村町からの後

援によって、学術連携、産学連携、地域連携にもつながった。

　成果ばかりではなく、課題もある。まず、活動期間の設定があげられる。本学の特定教育・研究

費が後期の採択となったこともあり、実際に学生達と活動する期間が短くなってしまった。準備が

夏季休業期間に集中してしまい、準備に参加できる学生が限られ、また授業期間中と比較して、教

員間でも連絡等により多くの労力がかかった。途中、当初予定の役割分担が変更されることもあっ

た。また、結果的に就職活動と並行して活動することになった学生もいた。計画時に、本教育・研

究費の採択の可否に関わらず、３年次生のゼミ決定後の５月半頃から開始するなど、時間的・精神

的に余裕のある活動期間を確保する必要がある。

　次に学生の主体性である。石膏像展では、ある程度の枠組みを教員側が設定してから全体的な活

動に入った。早い段階から企画に参加した学生もいたが、活躍の場がかなり限られたゼミもあっ

た。参加意識の程度を均一にするのは困難であるにしても、このような合同ゼミにおいて、学生が

より主体となって企画できる展覧会を検討する余地は十分にある。また、リスク管理の徹底もあげ

られるであろう。より多くの観点から、本学で何をどのように展示できるかという問題を再考する

機会ともなった。

　これら石膏像展の成果や課題は、今後、文学部美学美術史学科及び大学院文学研究科芸術学専攻

における複数領域の協働、本学の内外に対する教育・研究の発信、学生自身の学修・研究推進、学

術連携、地域連携、産学連携等に活用していきたい。

「石膏像を見に行こう！」展関連ウェブページ、ブログ

・群馬県立女子大学　http://www.gpwu.ac.jp/inf/info/info20160912_0000sekkou.html
・同大学美学美術史学科　http://kenjo-bigaku.blogspot.jp/2016/10/blog-post.html
・ホルベイン画材株式会社　http://www.holbein.co.jp/blog/2016/10/19/27

謝辞

　石膏像展の協力者の方々、後援の玉村町、ご支援くださった関係各位、来場者の皆さまに対し、

あらためて御礼を申し上げます。本展覧会の実現には、多数の学内者の協力や応援もありました。

また、共に活動した学生達にも感謝の意を表します。
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１　本稿また石膏像展では、「オリジナル」とは石膏像のもととなった古典作品を指す。石膏像制作の

際、オリジナルから直接型取りした原型を使用しているとは限らず、既存の石膏像をもとに新たな原

型が作られる場合もあるが、その区別はしていない。また、古代彫刻には、石膏像のもととなったオ

リジナルが既に古代におけるコピー（複製）であり、原作そのものは失われている作品もある。その

場合、パンフレットや解説では「古代ギリシャ（〇〇世紀）原作のローマ時代コピー」といった表記

とし、「オリジナル」と「原作」で差異を設けた。

２　申請区分「教員の授業等における教育活動の意欲的な取組」、教育・研究課題名「美術石膏像にか

かる学内展覧会の開催」、配分額137千円。

３　「絵画２（素描）」（担当教員：山崎真一）、「西洋美術史特講２」（担当教員：藤沢桜子）、「西洋美術

史演習２」（担当教員：同）。なお、「西洋美術史特講２」の履修者のほとんどは、すでに前期授業

「西洋美術史特講１」において、ギリシャ・ローマ神話の美術表現を学んでいる。

４　「デザイン実技２」（担当教員：高橋綾）、大学会館１階にて展示。

５　10月28日は「群馬県民の日」であり、通常であれば授業は実施されないが、学年暦により授業日と

なり、25日が振替休日となった。同ギャラリーでは、本学授業「工芸１（染織）」（担当教員：今井ひ

さ子）の作品展（10月14～28日）も同時に開催された。

６　藤沢ゼミ６名、奥西ゼミ14名、高橋ゼミ６名、山崎ゼミ16名。

７　石膏像展パンフレット「群馬県立女子大学の石膏像」（大澤伸枝）。

８　金子一夫（1999）『近代日本美術教育の研究――明治・大正時代――』中央公論美術出版；三浦篤

（2005）「黒田清輝と西洋美術教育」木下直之編『講座日本美術史 第６巻 美術を支えるもの』東京大

学出版会、313-348頁；土屋裕子『ヴィンチェンツォ・ラグーザによる博物館への寄贈品――東京国

立博物館所蔵　工部美術学校の教材および習作を中心として――』『東京国立博物館紀要』45；荒木

慎也（2016）『石膏デッサンの100年』三重大学出版会（石膏像展後の刊行）など。

９　『美術の窓』（特集「今、石膏デッサンは必要か。」）生活の友社、2005年12月号など。

10　群馬県内の中学校、高等学校における石膏像及び石膏像を用いた美術教育については、現在、大澤

が調査中である。

11　石膏像展パンフレット「群馬県立女子大学の石膏像」（大澤）、「なぜ石膏デッサンをするのか」（山

崎）、「石膏デッサンとデザイン」（高橋）も参照。

12　石膏像展パンフレット「西洋美術史のなかの石膏像」（藤沢）。

13　Frederiksen, R. and Marchand, E. （2010） （eds.) Plaster Casts: Making, Collecting and Displaying from 

Classical Antiquity to the Present. Berlin など。

14　田中咲子編（2016）『石膏像のこれから：今日の美術における模写・模倣再考：平成26-27年度新潟

大学旭町学術資料展示館企画展「ギリシャ彫刻 NEO」関連シンポジウム記録集』新潟大学旭町学術

資料展示館など。

15　中村るい（2013）『パルテノン・フリーズ：オリュンポスの神々の立体復元』「The Greek Body ―
ギリシャ美術と人体―」展パンフレット、東京藝術大学、藝大アートプラザ；石膏像展パンフレット

「パルテノン・フリーズの立体模型」；高知大学シンポジウム「ギリシャ彫刻を考える―パルテノンの

神々を中心に―」2017年９月16日（於・五台山竹林寺）など。

16　2017年９月現在。

17　「彫塑１（粘土）」（担当教員：石上城行）。

18　石膏像展パンフレット「彫塑の授業と石膏取り」（石上）。

19　同展パンフレット「西洋美術史のなかの石膏像」（藤沢）；資料１（作品解説）も参照。Haskell, F. 
and Penny, N. （1981）Taste and the Antique. The Lure of Classical Sculpture 1500-1900, New Haven and 
London, pp.148─151; Bober, P.P and Rubinstein, R. （2010） Renaissance Artists and Antique Sculpture, 
London, Turnhout (2nd ed．）， pp.76─77, ill. 28; Grafton, A．， Most, G.W. and Settis, S. （2010） （eds．) The 

Classical Tradition, Cambridge, Massachusetts and London, pp.55─56, s.v. “Apollo Belvedere”． ヴィンケ

ルマン（2001）『古代美術史』中山典夫訳、中央公論美術出版（原著1764年）、330頁（「このアポロ像
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は、破壊をまぬかれた古代の作品すべてのなかで美術の最高の理想である」）。

20　Landwehr, C. （1985） Die antiken Gipsabgüsse aus Baiae, Berlin, pp.104─111, pls.61─64. 古代ローマ時代

におけるコピー制作については、以下なども参照。関隆志（1997）「ローマン・コピーの作り方」青

柳正規編『世界美術大全集５ 古代地中海とローマ』小学館、361─368頁。

21　高村光雲（1929）『光雲懐古談』万里閣書房、185-189頁。引用文は188頁。

22　石膏像展覧会パンフレット「展覧会をつくる～アートマネジメントゼミの活動の広がりとして」

（奥西）を参照。

23　前掲註15を参照。

24　『上毛新聞』2016年10月18日、文化欄、９面；『朝日新聞』同10月22日、群馬版、25面。

25　『蛍雪時代』旺文社、2017年１月号、「キャンパス News」158頁。

26　『広報たまむら』2017年３月号、12頁「女子大のとびら」（藤沢「町に育まれる展覧会」）。
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資料１　「石膏像を見に行こう！」展パンフレット（観音折、８頁）

（表紙）
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（見開き、左）



105（　 ）藤沢・奥西・高橋・山崎：群馬県立女子大学「石膏像を見に行こう！」展の企画と開催

（見開き、右）
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（展開、左端）
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（展開、中央左）
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（展開、中央右）
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（展開、右端）
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（展開、裏表紙）
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資料２　石膏像解説

執筆担当：藤沢桜子（nos. 2, 3, 4, 6, 9, 11, 12, 13）、大澤伸枝（nos. 1, 5, 7, 8, 10）

＊石膏像の名称は、一部を除いて、『ホルベイン デッサン用品』カタログ、ホルベイン画材株式会

社、2016年３月改訂版を基本とした。

図出典一覧

１．《ラボルドの頭部》

　　《イリス》　澤柳大五郎他編『永遠のギリシア』新潮社、1979年、図11。

　　《ラボルドの頭部》　ルーヴル美術館ウェブサイト

　　　http://cartelfr.louvre.fr/cartelfr/visite?srv=car_not_frame&idNotice=948

２．《マルス胸像》

　　《ボルゲーゼのマルス》　薩摩雅登ほか編『ルーヴル美術館展　古代ギリシア芸術・神々の遺

産』図録、2006年、裏表紙。

３．《マルス頭像》

　　ルーヴル美術館のオリジナル Lexicon Iconographicum Mythologiae Classicae II （1984⎠, Ares/Mars 
22b*

　　ルーヴル美術館の石膏アトリエのロゴ　Rionnet, F.（1996） L’atelier de moulage du musée du 

Louvre (Paris) 40, fig. 24.
４．《アリアス胸像》

　　カピトリーノ美術館にあるオリジナル（《ディオニュソス頭部》）

　　美術館ウェブサイト　http://capitolini.info/scu00734/
５．《ヘルメス胸像》

　　《ヘルメス》　水田徹編『世界美術大全集４ギリシア・クラシックとヘレニズム』小学館、1995

年、図版111．

６．《アポロ胸像》

　　ヴァティカン美術館にあるオリジナル（《ベルヴェデーレのアポロ》）N. スパイヴィ『ギリシ

ア美術』岩波書店、2000年、図242．

７．《サモトラケのニケ》

　　ルーヴル美術館にあるオリジナル　水田徹編『世界美術大全集４ギリシア・クラシックとヘレ

ニズム』小学館、1995年、図版186．

８．《ミロのヴィーナス半身像》

　　《ミロヴィーナス》　ルーヴル美術館ウェブサイト

　　　http://cartelfr.louvre.fr/cartelfr/visite?srv=car_not_frame&idNotice=14200&langue=fr
９．《カラカラ帝胸像》

　　《カラカラ帝胸像》　Wikimedia Commons
　　　https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Bust_of_emperor_Caracalla-IMG_9815.JPG
10．《聖ジョルジョ胸像》

　　《聖ジョルジョ》　Web Gallery of Art　http://www.wga.hu/index1.html
11．《メディチ胸像》

　　《ジュリアーノ・デ・メディチ墓碑》　Web Gallery of Art
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　　　http://www.wga.hu/frames-e.html?/html/m/michelan/1sculptu/medici/index.html
12．《ブルータス大胸像》

　　フィレンツェ、国立バルジェッロ美術館にあるオリジナル　Web Gallery of Art
　　　http://www.wga.hu/frames-e.html?/html/m/michelan/1sculptu/2/index.html
13．《モリエール胸像》

　　コメディ・フランセーズ劇場にあるオリジナル　劇場ウェブサイト

　　　http://www.comedie-francaise.fr/la-grange-notice.php?ref=00037587&id=554&p=1

＊接続日は、いずれも2016年10月11日。

１．《ラボルドの頭部》
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３．《マルス頭像》

２．《マルス胸像》
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５．《ヘルメス胸像》

４．《アリアス胸像》
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７．《サモトラケのニケ》

６．《アポロ胸像》
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９．《カラカラ帝胸像》

８．《ミロのヴィーナス半身像》
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11．《メディチ胸像》

10．《聖ジョルジョ胸像》



118（　 ） 群馬県立女子大学紀要　第39号

13．《モリエール胸像》

12．《ブルータス大胸像》


